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１．緒言 
 特別活動は，普段教室で学習するような内容

とは異なり，児童一人一人が様々な集団の中で

活動していく．また，学習指導要領にも，「望

ましい集団活動を通して，心身の調和のとれた

発達と個性の伸長を図り，集団の一員としてよ

りよい生活や人間関係を築こうとする自主的，

実践的な態度を育てるとともに，自己の生き方

についての考えを深め，自己を生かす能力を養

う．」と示されている． 
しかし、運動会は、児童にとって年に１回行

われるただの楽しいイベントとして捉えてい

るため，学習指導要領に記されていることが身

についていないのではないかと思った． 
 そこで本研究では，本学の学生にアンケート

調査を行った．その結果から運動会を通しての

学習効果を明らかにすることを目的とした． 
２．研究方法 
 本研究の調査対象者を，本学の１回生 316
名とした．学生には，選択記述式のアンケート

調査を行なった．運動会を通して友達と仲を深

めることができたか，協力することができたか，

多くの児童と交流することができたか，などを

明らかにしようとした． 
３．結果と考察 
 アンケートの調査結果から，運動会は，子ど

も達にとって楽しい行事だということが明ら

かになった．その中で，リレーや組み体操，応

援合戦などといった集団で取り組む種目は数

多くの友達と関わることができる．また，それ

らの種目はお互いに競い合うことで，自身の能

力の向上にも繋がり，さらに仲間との協力をす

ることができ，集団の中で人間関係を築いてい

くことができると言える． 
 運動会を通して，以前よりクラスが明るくな

ったり，積極性が見られるようになり，全体に

活気が見られるようになることが明らかにな

った．そして，自身が学校生活の中で積極的に

なり，運動会を通しての活動が，授業中や普段

の生活に活かされたと考えられる． 
４．まとめ 
 運動会は，子ども達が楽しく活動することに

よって，集団の中で友達と協力し，人と交流す

ることができるなど多くの友達と関わること

できる場である．また，運動会を行うにあたっ

て，集団での活動を取り入れると仲間と協力で

きることがわかった．つまり，集団の中で人間

関係を築くなどの学習効果が狙えることが明

らかになった． 
 運動会以降の学校生活でも，運動会を行った

ことで，友達の新たな発見や自分への自信にも

繋がり，自身が学校生活の中で積極的に取り組

むようになることが明らかになった．つまり運

動会を経験することで，より学校生活が豊かに

なって充実した生活を送ることができるよう

になることが明らかになった． 
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